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〔電気工学専攻〕
視覚神経系の情報処理に関する基礎的研究
視細胞と水平細胞の神経団路網における相互作用の定量解析
ìi正 [，í' 11多
コイ ・制膜 ・ L*.'J水平細胞のスベクトル特牲を用いて， 税細胞のスベクトル特性を計算したc さら
に， この結果を用いてphot叩ic L司IJ水ギ細胞のスベクトル応答モテルを楠成L， 本実験で1;ドコtした
{tflfiのphot叩ic L引水平高111胞のスベクト/し応符特'1"1を解析して， phütopic L 1l;1J水、子細胞と各科の悦*111
胞との結合の�ßlさをよ}とめた。 何られた佑は， S te IIらカ、求めた形態学的な結合関係とよく士、JIιしてい
た。
ヒト胴体モデルによる電位分布の実験的検討
北 野 勝 己
人体は心臓を定ìl��とする屯場を形成しており， 体よL'，ld\�仁(心垣間)はI;{L�'J;;[としての心臓の特性と
心臓から体1<.への1:z、述インヒ タンスによって規定されるつ
本研究は， ヒトとw似の形状をもっ松引を用い， 心臓部いで似定きれた屯ìI)í� (双悼()と体表上の
屯(立とから， これら十IIUìUJの定量的な解析を試み， ヒトの形状(J:克界の効果)および同所不J�) 1'[ '1'1 
( Mrli )による体表L屯{止への を実験的に険I汁しだっ
直流電動機のパルス界磁制御に関する研究
斉 藤 久 峰
11J坑L I[J巻屯動機のIfj巻町i_M�巻が�j�にす良ゲIJにチョ ッハを抜統して， 無接点{じを行い， 界政���-*を連続的
に変化きせて比較的速度の戸小、制I点における速度itlJ仰を行うJJi去をイ号案L， その解析を電機f逗流に
よる的極の般会L飽干[1とその 変化による山を界的巻市h�のイン夕、クタンスの変化を行慮、に入れて行なった
ものである。 また， チョ ッハ周波数と界iiふインタクタンスの速度制佐IJ範[!llへのl;f�千年を述べている。
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数学モデルによるシナプスの促通・抑圧現象の研究
高 島 英 雄
生物における外界からの情報の伝達・処理・統合場所である化学シナプスに連続刺激を加えると，
情報伝達効率の変化を意味する促通. tfJ1圧現象を呈する。 この現象を明らかにするため， シナプス小
胞は. (1)ブ ラウン運動している (2)小頭部に到来した神経インパルスによって前膜へ電気泳動する，
という仮定を置き数学モデルを作った。 シュミレーションの結果， (1)， (2)の仮定で十分で、促通・抑圧
現象が起こることが明らかとなった。
単相電源による電動機の分周制御に関する研究
中 村 悦 郎
直流電動機の分周制御では， 電流が断続して逆起電力が現われるので， 設定した値より電機子電圧
が上昇して， 完全なデジタル電圧制御にはならない。 それで， このような事を考慮、した直流他励電動
機の分周制御についてルンゲ ・クッタ・ジル法を用いて始動特性及び定常特性の解析を行なった。 解
析はオン数一定制御，オフ数一定制御， 周期数一定制御の得失を検討しながら， 速度一トルク特性，速
度脈動率， 時定数の比較を行なった。
昆虫の発音時の神経および筋肉電気活動に関する研究
森 川 輿 丈
見虫の発音行動は， コ ミニュケーションの一つの手段として， 大変興味深いものである。 そこで，
我々に親しみ深く手軽に捕獲できるキリギリスの発音行動を， 神経および筋肉の電気活動， さらに，
中胸神経節周聞の神経束切断実験することにより調べた。 その結果， 発音時に私が定義した中胸神経
節周囲の6対の神経束に， どのような情報が伝達されているのか， また， 歩行にはどの神経束が関与
しているのか明らかにされた。
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伝達線路法による音場解析
吉 井 康 雄
伝達線路法は， 波動性を考慮した一種のray meth od であり， 場を交差した平行2線からなる等価
的な伝達線路モデルに変換して解析する手法であり， 微分方程式の解法を必要とせず， 建築音響等で
要求される時間領域における応答が直接求められる点で， 非常に興味深いものがある。 本法はP. B. 
J ohnsらが， 電磁界問題の解析に用いて良好な結果を得た数値計算法の応用である。
建築音響等では， 室の音響特性の解析が重要な位置を占めており， 音響特性の解析に当1) ， 実際の
モデルを製作して実験解析を行う事は、 多くの場合非常に困難である。 そこで我々は， 実際のモデル
がなくとも数値解析によって解析を行うために， 伝達線路法を音場問題に適用し， 良好な結果を得た。
〔工業化学専攻〕
アルキル化炭の水素化分解
喜 多 功 司
石炭の可溶化性増大を意図し， 天北炭， 太平洋炭及び夕張炭の各還元エチル化並びに水素化物を更
に水素化分解して(400"C， 200atm)， 生成物， 特に油とアスファルテ ンの生成量の変化を調べた。
低品位の天北並びに太平洋炭エチル化物を水素化分解することにより， ベ ンゼ ン可溶分は約2-3
倍増加したが， 夕張炭に就ては逆に40%程度減少し， 且つ還元水素化物に就ては， 太平洋炭並びに夕
張炭とも， エチル化物程大きな変化は認められなかった。
スルフヒドロキサム酸類の合成とその反応
中 山 明 彦
1 )標記のC6H"CH=CXSO，NHOH(X=H， Br)を新しく合成し， ア ルカリ処理によるその環化
を試みたが， 生成物の確認はできなかった。
2 )スルホニルチオ尿素類とHgO， トJH20H から新しいスルホニルグアニジ ンを合成した。
3) CbH5COCH2S0，NaからC6H5 CC 1 =CH S 02 NH， (1)を経てC6H5C三CSO，NH2を合成した。
または)とRNCSからジ チア ジ ン誘導体が得られた。
4 )スルホ ンアミドとチオホ スゲ ンから， p-CH1C6H，SO三NCSの新合成法を見出した。 この際に
相間移動触媒を加えると収率が増加した。
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4.4'・二置換アゾキシベンゼン類の転位反応
山 田 隆 男
4， 4' ジー クロル化合物は， 硫酸によって従来報告されたア ゾ化合物， 2句ヒドロキシア ゾ化合物
以外に， 2- クロルー5 (P-クロルフェニルア ゾ) フェノール， 及び 4(P-クロルフェニルア ゾ)
フェノールが生成することを確認した。 4， 4' ジー ヨード化合物では， 従来報告されたア ソ化合物以
外に， 5- ヨードー2 (P- ヨードフェニルア ゾ) フェノール， 及び4(P- ヨードフェニルア ゾ)
フェノールの生成を確認した。
アルキル化炭ベンゼン可溶部の構造解析
山 本 保 夫
本研究は還元ア ルキル化反応を繰り返すことによって， 夕張炭がどの科度まで溶剤に可溶化するか
を調べた。 その結果， 48時間毎に繰り返し3回， 還元ア ルキル化した場合よりも， 連続的に約200 時
間還元ア ルキル化した場合の方が， エタノール， n-ヘキサン， べンセツ可洛分の収量の合計量は多
く， 就中， f走者のn-ヘキサン可溶分収量は， 自íj者の約2倍となった(21% )。
〔金属工学専攻〕
流出ガス分析法によるMn酸化物の還元
板 谷 龍 二
熱伝導度検出器を利用した流出方ス分析法により， He気流中におけるMnO" Mn，O"， Mn"O" 
MnOの炭素還元過程の速度論的研究をおこなった。
MnO，・ MmO，の炭素還元過程ではその熱分解反応、ヵ、関与 するが， Mn，O" MnOの還元ではBoudo
uard反応、ヵ、律迷になる。 MnOから金属Mnまでの還元は12000C以下て、Mn炭化物の生成を経て進行する。
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マンガン鉱の熱分解に関する研究
午 島 善 幸
マンカ、、ン酸化物の熱分解機構に関する検討の一環として， 結焼温度範囲におけるβMnO， の熱分解
挙動を， 主としてボ差熱重量分析， x線回折による分解生成物の同定などの方法により検討し， 熱分
解の反応;過程， ならびにそれらに及は、す種々の反応、条件の彬響を明らかにした。 また. えられf二'i'tí_温
熱分解曲線を， 未反応絞モテルにもとついて解析し， 反応、の律速過位， ならびに各素過紅に対応する
速度恒数とその温度依存性などについて考察した。
MnO・Si02系固相反応に関する研究
京 谷 有[í 男
マン力、ン鉱の的焼， 還元i品私1における鉱物学的組成の基礎としてMnO- S i()，系， Mn， S iO， -CaO系，
Mm S iO， -F巳o系の回相反応について検討した。 すなわちMnO・ S iO" 2CaO・ S iO，の生成反応の
活性化エネルキーを求め， また薄)�試料を作製し x線[n]折， EPMA， リニアルアナライザーを併用
して上ヒ事土した。
A卜5%Mg合金の応力腐食割れにおよぼす微量Fe添加の影響
須 田 (言 二
Al- 5 %Mg{干すどの応力腐食古IJhに刈するFe ì;BJJIIの影響を'; I �L 1)試験と組織観察および電気化学的
測定により調べ応力腐食吉IJüの感受性の会属組織学凶子と'屯気化学的国子について牧討したo *i!{品約
!主の等しい場fl'-， Feを添加した試料のf，L� ;)腐食害IJれ芦j 命はFe無添JJíl (7)試半、|に比べ知くなった。 Fe
を添加すると割れの発生ヵ、容易になり， 古IJれの成長の開始ヵ、谷易になる。 古IJれの成長速度に対するFe
添1mの�;}�響はほとんど認められなかった。
鉛の湿式製錬における溶媒抽出法の応用
安 川 豊 司
鉛の湿式製錬に対する出蝶抽出j去のf，L� 11Jのc1，1�従として， カルボン固まによる鉛の抽出挙動を極々の抽
出条件の干で測定し， 平衡抽出輔の組成， 抽出反応のみかけの平衡定数などを決定した。 また抽出平
衡に及はすアニオンのμ響についても検討し �{\と錯{本を形成するアニオンの存イ1は， 告白の抽出を抑
制することを明らかにした。 これらの結果にもとついて ì容牒抽出による鉛， 制， 亜鉛の分離につい
て検討し 適当な抽出条件の設定により， これらの成分の分離が充分可能であることを不した。
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〔機械工学専攻〕
ハイブリッドジャーナル軸受におけるホワール現象に関する研究
池 田 博 志
静圧軸受の安定性能を詳細に調べるには流体の↑貫性力を考慮することが必要で、あると考えられる。
そこで， 本研究ではハイブリッ ドジャーナル軸受を対象として， 毛細管絞り部の流体の慣性力がホワ
ール比および限界質量におよぽす影響について解析した。 なお， その解析にあたっては定常ホワール
という条件のもとで実施した。 その結果， 慣性力を考慮すれば、ホワール比は2 以上となり， 限界質量
も大きくとれることがわかった。
一円孔を有する半無限板の熱による応力と変形
磯 部 成 夫
一円孔を有する半無限板が等温の円孔縁と直線縁との間に一定温度差のある定常温度場をもっ場合
及び一円孔を有する半無限板が直線縁と平行した方向に一様な熱勾配の定常熱流を有し， 円孔と直線
縁が断熱されている場合に生ずる熱応力と円孔の変形をくいちがい法を用いて理論的に解析し， 直線
縁がそれらに与 える影響を調べた。
衝突振動における非線形ばね系の線形化とその応用
大 畠 誠
機械工業における主要な公害発生源となっている衝撃加工機械は， ハンマ支持ばねの非線形性とそ
の運動に含む衝撃のために， 動作特性が非常に複雑で、あり， 経験に頼って製作されている。 本研究は，
この動作特性を解析し， さらにこれと等価 な特性を持つ線形ばね系に置換して， 非線形ばねの効果を
明らかにするとともに， これを用いて， 簡単で防振効果のよい新しい防振法である弾性同期法を開発
し， 最適設計法を確立したものである。
ふく射熱伝達を受ける水面内温度分布に関する研究
清 水 信 也
i胡や貯水池などの水中温度分布を推定する目的で， 水面上方より一定強度のふく射を受ける水中温
度分布の理論解析および数値解析を行った。 また， 展開された解析の数学的モデルを検討するため
に， 太陽ふく射として赤外線を使った実験を行\， \， 解析結果とよい一致を見た。
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一円孔を有する帯板の非定常熱応力
中 川 清 晴
中心に一円孔を有する帯板が力学的に拘束きれないで， 熱的には一直線縁および円孔が断熱で他の
直線縁に熱負荷が与 えられた場合の非定常熱応力を冷却法による熱光弾性実験で系統的に求めた。 そ
して円孔の大きさと熱負荷が最大熱応力とそれを生ずる時間に， どのように影響するかを調べた。 ま
た薄板の二次元熱光弾性実験で急激に熱負荷を課した直後の熱応力について平面ひずみ状態から平面
応力状態へ変化する様子を示した。
非定常法による2成分混合物の熱定数の測定
平 沢 良 男
本実験は， レーザーフラッ シュ 法を用いて媒質中に分散物質を含む混合物の熱拡散率， 比熱， 熱伝
導率を求め， 温度によるこれら熱定数の変化， また成分の混合割合および熱特性が混合物の熱定数に
およほす効果を実験検討したものである。 著者らは混合物としてWC- Co系焼結合金， Al-Si 合金を
選んで熱定数を測定し， 熱伝導率については， このような混合物の熱伝導率の推算式としてRay leigh­
Maxwellの式を選び比較検討を行った。
円環状熱源をもっ円孔を有する円板の非定常熱応力の研究
松 井 芳 隆
ディスクブレーキ制動時における熱応力の発生にも関連し， 中心に円孔を有する円板に円環状熱源
があるときの円板に生ずる非定常熱応力を積分変換法を用いて非定常熱応力解を求め， 得られた結果
にもとづいて熱発生の位置や大きさ， 円板の大きさ， さらに円孔および円板外周面における熱伝達が
熱応力に及はす影響を検討した。 また理論結果の実用性を吟味するため， 1 モデルにつき実験を行な
って実験結果と理論結果を比較検討した。
静圧型スラスト並びにジャーナル軸受の動特性におよぽす流体の慣性力の影響
山 田 克 俊
静圧軸受の性能に対する流体の慣性力の影響についてはあまり研究が行なわれておらず， その影響
も明らかではない。 そこで本研究においては， 静圧軸受の動特性， すなわち動的剛性と減衰係数とに
およほす流体の慣性力の影響を研究課題として取り上げ， その取り扱いにあたっては軸受ランド部の
慣性力だけを考慮、し摂動法によって解析した。 また， ifL体絞り機構の形式の相異における流体の慣性
力の影響の差異についても調べた。
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〔生産機械工学専攻〕
油圧系の導管の長さおよび混入空気と系の振動の実験とその解析
角 田 秀一郎
油圧駆動系における低速度送りの際にしばしば振動が生じ， この現象は工作機械の加工精度や機械
本体の定格上の精度を著しく劣化させることは良〈知られている。 本論文はこの現象を摺動面上の摩
擦および油圧系の油の特性にもとずいて生ずるものと考え， ある特定の摺動摩擦に対し導管の長さ，
附加空気槽の容積を種々変えた場合に生ずる振動実験と作動油の圧縮率， 空気槽附加時の等価 圧縮率
および導管の長さの影響等について， この現象に関する理論的考察を行なったものである。 その結
果， 導管の長さによる油の等価 質量は系の慣性質量に附加して取扱うべきであり， 油の中に含 まれた
空気のj包は油の等価 圧縮率の大きさを著しく変えることがわかった。
ホログラフイ干渉技術の開発と応用
(マスク法による静・動的変形の測定)
中 島 節 jfi
ホ ログラ フィ干渉法の測定範囲の拡張について， 以前乾板の直前にマスクを用いるステ ッブ式連続
二重露光法を提案した。 本研究では， このマスクで物体に対する人為的回転量と変形量を組合せる手
法を用\， " 静的変形をする物体の変形方向(凹凸) 解析を行ない， また， このマスクを一定速度で回
転する円板シャッターにして， 動的変形も記録できるようにした渦巻シャッタ一法を考案した。 これ
らの事からステ ッブ式の有効性を碓めホ ログラフイ干渉技術の応用範聞を広げた。
潤j骨圧延における加工材の表面あらさと結晶方位に関する研究
宮 村 嘉�fì
ア ルミニウムの冷間圧延過程における表面lあらさの生成機構に注目し， 鋭面i ロールを用いた基礎実
験を行った。 ア ルミニウム単結晶， 双結晶及ひ‘ 多結品試料の潤消-において， 結占11方i:v:， 結晶車J1.界， 結
品粒径及び、圧延前試料の表面あらさなどの要因が， 圧延方向との相互作用によって発生した加工材表
面あらさの規則性を見出し， 理論的な考察を試みた。
Fhd 
AI-Ni系合金の超塑性挙動
松 井 広
アルミニウムjL起刑判{("{T�の開発をtl的と L， líti.]熱性の;f:î，、'..; iAl、相|をtt\ 2本11として含むAト5.7%
:\ i jl、1iJi市!líムをぶ本としたぷ州知の\ 1 - ;\i i !1d'ì<f):のI�:j i�，: 'J I'J!< 1.)'ド1υAL動応力， 何Iひ， m fIIl)を!ムい試験
;}，iL I支とひずみ速度純ド1/で怜討した。 その結果λI-S.79"oNi-4.0九Cuー().49/0乙r{:;--金がば!計な起引'/'1収
象を子]、す一ことを比出した~ さらに， 走(i'Y'iJt1変形にともなう集fT組織変化を;HI]定し， (110)[ 1 1 1 J jj 
1立のま定'/' /と変1/:'機flYjめ/�Jj系をJ7尽したc
ホログラフィ干渉縞の局在性の研究
松 井 ì4' 
ホロクラブィ1;止、辻、において， 変t，' の主Jl{;-わせにより， I の形状とその凶作士ルリiの変化にi ì fj 
L， れ変í1lら;との/YJ;七を解析し， モテル'人l岐により係かめたけ
このモテ}� 'jと肢の変いは， 111/も、変10とげ1 1人j変仙の惚介変{止と L， このときの|品、糾の凶作の到しlidと
|μ'�;i'::Jの1[;:/えの変化についてfljI，治角平和[をわなった。
このモテ)� 絞め*ii �.し li}bí:I":Jグ).P，" 'i'i，;kのよとI i}j;、*I':，'jのhüイ1(7)式とのj主Jι); f'iょにを解くことにより存
食付lt!の;HI]主力、"Jíì包とな---)た
Zn-Cu系合金の超塑性挙動
Jt 山，\ì )� t:ií会
ネlil}lJiト日中II�:止をi故市111 í仁した'人JIJχ)]-(:" {;-合十!止のW ;f�')，/，'I' /ì主動を1:0z f;、J L， ;)(グ)ネJl!殺をfljたり
j:技小不 ノキンクを形成するが， その!ぷlえはひすみ出!宣úu:化によりj)1I :lil]されるためマクロII(jには安定し
たいJ:jl\lひか何られることカ、iりjらかになうた
三 ) ネ紡!J占i Il i山山μihViJ川!
きた
1[)2 
〔化学工学専攻〕
米の乾爆割れおよび吸湿割れに関する研究
舘 谷 敏 泰
乾燥および吸湿過程における米の応力割れの経時的変化を調べた。 その結果， 乾燥後の貯蔵中の米
に著しい割れ率の増加を認め， また吸湿過程では， いったん発生した米粒内の割れ目がその後消失す
るという特徴的な傾向を見出した。 粘弾性理論を応用して両過程における米粒内の応力変化を試算
し， 粘弾性を考慮することにより， 米の応力割れの特徴を定性的に説明できることを示した。
蒸気爆発の強度評価に関する実験計画
野 口 雅 志
まず， 爆風の破壊力が爆圧インパルスにより評価 できることを予備実験の解析(成分分析)により
硲認した。 つぎに， 蒸気爆発の破壊力指標を爆圧インハルスにおき要因実験を行なった。 実験では各
要因はL81直交表にわりつけられた。 要因水準の設定に難点があったため正硲な情報を把握できなか
ったが， 高温液体内への低温液体のまき込みが蒸気爆発の主因の一つであると判明した。
〔電子工学専攻〕
ディジタルフィルターの特性について
西 島 靖 昌
最初に実験用として製作した2次巡回引ティジ タルフィルターの構成を示した。 次に， このフィル
ター内の乗算器のRound Off， Truncation によって生ずるリミ ットサイクルの係数領域を実験と理I諭
によって求め， 又， Round Off Levelの変化によるDCリミ ットサ イクルの領域も求めた。 更に， 条
件付強制減少法を開発し， これにより安定領域を著しく拡大することができた。
J、イブリッド液晶セルの電気光学特性
7]\. 木 敏 雄
ハイフI} /卜(食品セYしの う]'- r肉ビダIJ処:f�!ん，'i:tん・悦角村'1'1 . r，t符特'11 を調べた〕fJiられた結果は次の
とおりである。(1)ラヒング処理にようて液品分fは基板に士、]して数度傾し、て配列するc (2)i歪j品!f!'J 11(扱
表示の 視角は， ラピンクJJ rílJと、I'hなんlí'Jて扶く由角なんlílJで丘、い。(3) l立ちトが1) 時間1)-) は(電
界強度) " に比例し‘ 立ち下が1) w'j聞は (ゼル厚)' に比例する3
汎用マクロクロスアセンブラー
古 川 慶 一
k，(:j[. マイクロフロセ r什においてはli己1立在単一カリトさいため. 111肢の ア々ンブラーを持たせるより
も千手伝ーの 大きいミニ コ ン， えはそれ以Jの 機干'f'を耳J �、てクロスアセンフYしする ことカ、行なわれている。
本品文(ム この 口的の ためよく使用される数料の マイクロプロセ ッサi↓]の マクロクロスアセンフラー
を開発したコ 続いて司 IH力されたオブジェクトフロクラム前を市色村形式の オフジエクトフロクラムに
制集するリンケージ ・ エティタを制作:した。 こtLらを実際に科々の 機材にj色丹J L. その ìJUtJ'Itと'夫!jJ
'1"1とカ、的認された。
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